
研究内容 

このたび、同研究グループは、有機分子を使って、通常の物質中には存在しない、不思議な電子

を実現することに成功しました。具体的には、質量が通常の電子の 1 割程度に見えるほど素早く物

質中を動き回る電子で、光にも似た振舞を示し、ディラック電子と呼ばれています。こうした電子

を含む物質がコンピューターの素子などに応用されれば、抜群の省電力と画期的な高速の情報処理

が期待されます。 

当研究室はこうした“不思議な電子の開発”を継続的に行っております。（（参考）2025 年 9 月

4 日プレスリリース「光子と電子の中間のような電子」）このたび実現した電子の新規な特徴は、上

述の“軽くて速いフットワーク”に加え、物質内の厚さ 2 nm にも満たない薄い平面内に閉じ込め

られていることです。これまでにこうした有機結晶中の平面内に閉じ込められたディラック電子関

連物質は知られていませんでした。我々人間の体と同じ有機物でありながら、理論計算からは金属

のように電気をよく流すと期待されますが、これまでに知られた金属とも全く違った電気、磁気特

性を持っていそうです。それは我々にも、通常の金属にも経験できない二次元の世界を走り回って

いる不思議な電子だからです。今後更に研究を進めていく計画です。 

なお、本成果は国際結晶学会（IUCr）の学術誌 Acta Crystallographica Section C, Structural 

Chemistry（出版社は Wiley）に 2025 年 9 月 16 日からオンラインで公開されており、IUCr の

推 薦 を 受 け て 9 月 22 日 か ら は 国 際 的 な 研 究 成 果 ス ト ッ ク サ イ ト で あ る Kudos

（https://www.growkudos.com/publications/10.1107%252Fs2053229625008204/reader）にも

掲載されています。 
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